
幼いころに、両親を亡くした。

何もわからないまま、誰かに育ててもらい、小学校を出て千葉に出稼ぎに出かけた。

騙されて働かされて、それが嫌で逃げだした。

放浪し、おなかがすけば、巡り合った寺で施しを受けた。

そして、本当に困ったとき、ふと道端を見ると、いつもそこにはお地蔵さんがいた。

やがて、大工になり、仕事を請け負うようになり、ある時大金をつかんだ。

稼いだ金で最初にしたことは、両親の墓を建てることだった。

仕事が増え、ついには事業家となり、日本で初めてステンレスのキッチンを開発し、一大企業に

育て上げた。

ボクの、オヤジさんの話だ。

お地蔵さんをこよなく愛し、信仰していた。

ボクが子どものころに、小さなブロンズのお地蔵さんと「オンカカカビサンマエイソワカ」とカ

タカナで書いた真言を渡された。

「毎日 3遍唱えること」

そういわれた僕は、毎日手を合わせて真言をかかさず唱えていた。

石のお地蔵さんをいくつも建立し、多くの人に渡していた。

わけもわからないまま、ボクが大学生になったとき、スイスのチューリッヒのサザビーズで、出

品されていた 3メートル以上ある大きな地蔵を落札するように命じられた。

日本に送られたその地蔵は、美濃の清泰寺に寄進され、地蔵堂が建てられている。

南青山にあった、オヤジさんの土地をプラダに売った時、そこにある石の地蔵も一緒に引き

取ってもらった。いまでも、Miu Miu（ミュウミュウ）さんの路地に、赤い帽子をかぶせてもらって

今も奉られている。

渋谷東にあるビルのエントランスにも地蔵を設置して、そのビルを売却した今でも、そのビル

の守り仏として、鎮座している。

父の地蔵の縁で、知り合いになった大切な方々方もいる。

ボクにとっても地蔵は大切な存在だ。

初めは、オヤジがなくなった 25 年ほど前に、父の供養に、と描き始めた。

いまでは、地蔵を描くことが、ボク自身の心を育ててくれている。

その日の調子や、その時の気持ちが、筆先に現れる。

気に入らない線しか描けない時もある。

手の込んだ絵ではないのだけれど、筆先から生まれる地蔵の表情が、

その時々のボクの心が現れる。

いつか何かの形に、そう思っていたら、カレンダーが出来上がりました。

どうぞ、デスクの片隅に置き、ときおりこの地蔵と話をしてみてください。

あなたに大切な言葉が聞こえてくるかもしれません。

どうぞ素敵な一年を。
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地蔵の話


